
リチウムイオンキャパシタは活性炭正極、リチウムをプリドーピングした負極により構成
されます。その歴史は古く1990年代初めには既にポリアセン系有機半導体(PAS)を活物質とし、
高電圧・高容量を特徴とするポリアセン電池が上市されています。近年、高出力デバイスへの
要求が高まる中、リチウムイオンキャパシタは次世代における有力候補デバイスとして多くの
メーカーで開発が進められるようになり、ハイブリッド車等への適用が検討されています。
ＫＲＩはリチウムイオンキャパシタに必要不可欠な高出力材料設計技術・プリドーピング技

術を保有し、この技術に基づいたデバイス開発・評価を実施しています。
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高容量・高出力・キャパシタの信頼性

リチウムイオンキャパシタ

プリドーピング機構
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